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[郷土ゆかりの文化財編 ]

■人　　口＝92,928人（男44,497人、女48,431人）

■世 帯 数＝38,503世帯

○前年同期

　人　　口＝93,962人（男44,865人、女49,097人）

　世 帯 数＝38,254世帯

※人口・世帯数について詳しくは、本館市民登録課

　（☎41-3547）へ

３月 （本年累計・前年同期累計比）

■交通事故＝人身事故／ 11件（　 19件・－17件）

　　　　　　死　　者／  0人（　  1人・ ＋1人）

　　　　　　負 傷 者／ 11人（　 24人・－22人）

■火　　災＝火災件数／　2件（　  6件・ －5件）

　　　　　　焼 死 者／　1人（　　1人・ ＋1人）

■救急活動＝出動件数／363件（1,017件・＋68件）

　　　　　　搬送人員／325人（　914人・＋89人）
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立石遺跡の配石

珍しい縄文時代の石造物

問い合わせ

　総合文化財センター　☎29-4567

▲�立石遺跡の１号配石（総合文化財センター常設展示室内）

　
稗
貫
川
の
上
流
域
、
大
迫
町
の
旧
内
川
目

小
学
校
周
辺
に
は
、
縄
文
時
代
後
期
～
晩

期
に
か
け
て
の
祭さ

い
し祀

遺
跡
と
し
て
有
名
な

「
立た

て
い
し石

遺
跡
」が
あ
り
ま
す
。
こ
の
遺
跡
か
ら

は
、
イ
ノ
シ
シ
形
や
耳
形
・
鼻
形
の
土
製
品

（
市
指
定
文
化
財
）の
ほ
か
、
非
常
に
多
く
の

土
偶
と
い
っ
た
祭
り
や
儀
式
に
関
係
し
た
遺

物
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
遺
跡
の
大
き
な
特
徴
と
し
て
、
石
を

並
べ
た「
配は

い
せ
き石

遺
構
」が
多
く
見
つ
か
っ
て
い

る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
昭
和
52
年
～
53

年
の
発
掘
調
査
で
は
11
基
、
ま
た
平
成
16
年

に
は
規
模
の
大
き
な
弧こ

じ
ょ
う
し
き
い
し

状
敷
石
遺
構
な
ど
が

見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　
中
で
も
、
昭
和
52
年
の
調
査
で
見
つ
か
っ

た
１
号
配
石
は
、
直
径
約
２
㍍
の
円
形
範
囲

に
大
小
の
川
原
石
を
敷
き
詰
め
た
丁
寧
な
も

の
で
す
。
そ
の
内
部
か
ら
は
、
長
さ
１
１
０

㌢
㍍
に
及
ぶ
花
こ
う
岩
の
大
石
が
横
倒
し
に

な
っ
た
状
態
で
発
見
さ
れ
、
縄
文
時
代
に
は

遺
跡
名
と
同
じ
く
、「
立
石
」と
し
て
立
て
ら

れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　「
配
石
遺
構
」は
、
ほ
か
に
東
和
町
安
俵
の

清
水
屋
敷
Ⅱ
遺
跡
、
大
迫
町
外
川
目
の
小
屋

場
遺
跡
な
ど
い
く
つ
か
の
遺
跡
で
見
つ
か
っ

て
い
る
だ
け
で
、
市
内
で
は
と
て
も
珍
し
い

も
の
で
す
。

　
立
石
遺
跡
の
１
号
配
石
は
、
総
合
文
化
財

セ
ン
タ
ー
の
常
設
展
示
室
内
に
再
現
さ
れ
て

い
ま
す
。
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